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 2004 年 10 月 23 日午後 5時 56 分，新潟県中越地方に Mjma6.8 が，小千谷市東方で発生した． 

この地域に分布する北東ー南西走向の東山背斜と田麦山背斜が小千谷市付近で，ステップオーバーして，北の

東山丘陵，南の魚沼丘陵を形成している．その後，M6.0以上の余震が4回観測されているが，最大余震であるMjma6.5

の地震が，魚沼丘陵の東縁を限る六日町断層の北西で発生した． 

 

 地表地震断層調査から，当該地域では，北北東ー南南西走向の 4 つの圧縮性構造物破壊の集中ゾーンと，そ

れらを構成する 2つの逆断層システム（東山・田麦山背斜系と六日町断層系）の存在が明らかになった・ 

 

導出された変位は以下の通りである． 

  田麦山背斜東翼（諏訪峠撓曲）・・(上下成分：ca40cm，水平成分:16cm) 

  東山背斜東翼・・（上下成分：ca.70 cm) 

  田河短縮帯・・（水平成分：ca.2cm) 

  六日町断層・・（上下成分：ca.20 cm，水平成分：8cm) 

   なお，北部の小平尾断層では，6 cm の短縮変位を 25 日に確認した． 

   

  田麦山背斜と東山背斜は，水準測量の測線が引かれている川口町付近において，東西に約 1.5 km，ステップ

オーバーしている．東山背斜での変位は，田麦山背斜の値との合算値であることを意味する． 

 

 1.水平成分の地表変位は，すべて東西圧縮性の値である．本震・余震のメカニズム解は，ともに東西圧縮軸

をもつ逆断層型であった．地震の震源分布・メカニズム解と地表の変形状態は，調和的関係にある．田麦山背斜東

翼の急傾斜帯，すなわち諏訪峠撓曲は，地下の地震分布から想定される本震の断層面の上方延長に，六日町断層は

最大余震の断層に対応する． 

 また，褶曲構造は地下の逆断層の運動によって，間欠的に成長することが明らかとなった． 

 2.本震震源は，小千谷市東の丘陵直下にあり，破壊は，東方上向き，北東および南西にバイラテラルに進行

した．最大余震は，小平尾地区の北東の地下で発生し，破壊はやはり東方上向き，南南西方向にユニラテラルに進

行した． 

 本震震央は，東山背斜と田麦山背斜がステップオーバーする地質学的な weak ゾーンに，最大余震の震央は地

表地震断層が確認された六日町断層の北端付近にみられる．逆断層帯において，活構造学的に導出される形態単位

セグメントが，地下地質の weak ゾーンを反映しており，その weak ゾーンと震央との位置的関係が求められた数少

ない事例である． 

 

3.地震の長期評価とテクトニック意味：六日町断層北部（中越地震地域）の変位速度は，0.8～1.0 m/千年，1.0

～1.3 m/千年である（金，2001；金，2004)．中越地震による地表地震断層の上下変位は，六日町断層で最大 20 cm，

諏訪峠撓曲で 40 cm であった．過去の地震の変位量を今回の地震と同じキャラクタリスティック地震を仮定して，

平均変位速度と最新地震の変位量との関係から再来間隔（前回地震）を求めると，これに相当する歴史地震や古地

震は現在までのところ見いだされない． 

 六日町断層や東山・田麦山背斜では，中越地震の断層変位とは別に，この地域の累積変位を導く大地震・地

殻変動を想定する必要がある．今回の地震で六日町断層は，その北半分のみが動いただけである． 


